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環瀬戸内海会議事務局 〒700-0973 岡山市北区下中野 318－114 松本方 ℡＆fax 086-243-2927 

 

７.１１（土）～1２（日） 倉敷市で第３７回総会開催  
 

水島・玉島の「今」を現地視察 
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水島コンビナート東側、鷲羽山西側
麓・通生（かよう）の自然海岸 

岬状の森の向こうに 
水島コンビナートが 

高梁川河口干潟  

玉島ハーバーアイランド 2008 年着工の 
南端の埋立て予定地は巨大な池の状態 

護岸だけ出来上がった埋立て予定地。岡山県が

「現在工事中」という 46ha の巨大な池状態 

玉島ハーバーアイランド 池状態の予定地では
鳥類の生息が多数確認されている！ 
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◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 

水島の地域開発の歴史と環境再生の取り組み 
◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 公益財団法人 水島地域環境再生財団 理事・研究員 塩飽敏史 ◈◈◈◈◈ 

 

 

 水島地域は、瀬戸内海沿岸の干拓と埋立によっ

て形成された土地であり、その開発の歴史は江戸

時代から現代まで連続している。高梁川など上流

域で行われた「たたら製鉄」による土砂流出が遠

浅の海を形成し、江戸期には堤防技術の発展とと

もに干拓が進んだ。第二次大戦中には廃川地に三

菱の飛行機工場が建設され、従業員のための社宅

街が形成された。本日の会場の「水島愛あいサロ

ン」周辺から海側は戦後の埋立によって造成され

た地域である。戦後は、三菱自工、ENEOS、旭化

成、JFE など自動車、石油精製、石油化学、鉄鋼

を中心とした巨大コンビナートが形成された（図

１）。水島地区の埋立面積は 2546 ヘクタール、現

在の事業所数は 218、就業者約 2 万 4 千人、岡山

県の製造品出荷額の約半分を占める産業拠点とな

っている。（『令和 3 年版 水島臨海工業地帯の現

状』より）  

 

図１ 戦後水島の地域開発 

 

 しかし、この急速な産業集積は深刻な公害をも

たらした。1960 年代には水島沖で背骨の曲がった

魚が見られ、1974 年には三菱石油の重油流出事故

が発生し、瀬戸内海は「死んだ」とまで言われた。

大気汚染も深刻化し、硫黄酸化物・窒素酸化物・

浮遊粒子状物質が大量に排出され、地形的要因も

重なって汚染が激甚化した。その結果、約 4000 人

が公害健康被害補償法に基づく認定患者となった。

住民は企業に抗議し、1983 年には倉敷公害訴訟が

提訴された。裁判官が病院で証人尋問を行うなど

異例の手続きが取られ、1994 年に住民勝訴、1996

年に和解が成立した。 

 和解では「和解金の一部を地域の生活環境改善

等に活用できる」という条項が盛り込まれ、これ

を契機として 2000 年に水島地域環境再生財団が

設立された。財団は、①八間川の環境調査と親水

空間づくり、②瀬戸内海の海ごみ調査と啓発、③

公害の教訓を未来に生かす環境学習、④患者の健

シンポジウム 基調講演 
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康回復支援と健康なまちづくりを柱として活動し

ている。 

 水島地域は瀬戸内海でも有数のアマモ場がある

豊かな海だった。しかしアマモが生えているとこ

ろは浅瀬で埋立てしやすいことからコンビナート

になり環境破壊が進んだ。財団では設立当初より

瀬戸内海の再生を目指して児島味野湾での観察会

をはじめとする、瀬戸内海のアマモ場再生や海底

ごみ調査に取り組んできた（図２）。特に海底ごみ

は、漁師が「タコやエビよりごみの方が多い」と

言うほど深刻だったが、調査結果をもとに、漁師

が回収したごみを自治体が回収・処理する仕組み

づくりにも財団が関わった。近年は、海に流れ着

く前の段階でごみを回収する「海ボウズプロジェ

クト」を展開し、これまで 36 回の活動で約 1.4 ト

ンのごみを回収した（2026 年 6 月時点）。瀬戸内

海では年間約 4500 トンの海ごみが発生すると推

計されていて、みずしま財団が岡山市の委託を受

けて行った調査では、岡山市内から年間約 124.9

トンの海ごみが発生していると推計された。これ

は、岡山市の年間ごみ排出量約 19 万 5 千トンと

比べれば 0.1％にも満たない。これは大量生産・大

量消費社会の結果であり、ごみ削減には発生源対

策が不可欠である。 

 

図２ アマモ場の生き物観察会の様子 

 

 また、高校生による生き物調査の支援や漁業体

験イベントを実施するなど、若者が地域で学ぶ場

づくりを重視している。持続可能な地域づくりに

は一次産業の活性化が不可欠であると考えている。

自然との共生が大前提である農業や漁業の担い手

に若者が増えてくれば、自分たちが生きていくた

めには環境を守らなければという意識が高まり、

プラスチック肥料殻の問題や海ごみ問題などの解

決にもつながるのではないか。 

 瀬戸内海の魚の減少をはじめ、公害や環境破壊

は「有限の地球上で、無限の物理的成長をつづけ

ようとすること」による症状の一つにすぎない。

再生可能エネルギーの普及も、海外でのレアメタ

ル採掘で児童労働や環境破壊を伴うなど別の問題

を生むことがある。公害や環境問題は技術だけで

は解決できず、SDGs の基盤である水・空気・食

べ物・平和を守り、「こころに関わる問題」として、

経済至上主義を問い直し「本当の幸せとは何か」

を考えることが不可欠である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

沖縄県知事選挙 

玉城デニーさんを支援しよう！ 
 

 9 月 13 日は沖縄県知事選挙投開票日。 

 立候補予定者で、沖縄県民の思いに寄り添

い、辺野古新基地建設に反対を表明しているの

は現知事・玉城デニーさんだけです。 

 「辺野古新基地を止めるため、デニーさんを

知事に」と、辺野古土砂全協有志の会が作成し

たリーフ「デニーさん、一推し」お届けします。 

 全国から「デニーさん支持」の声を沖縄に、

沖縄県民の皆さんに届けましょう！ 
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◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 

玉島地域に残る干潟と埋立て代償計画の現状 
◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ たましま 干潟と鳥の会代表 西井 弥生 ◈◈◈◈◈◈ 

 

 シンポジウムでは、話

題提供として玉島地域に

残る干潟と、玉島ハーバ

ーアイランドの埋立て、

環境影響評価で示された

人工干潟計画の現状につ

いて報告した。 

 玉島には、高梁川河口

をはじめ、干潟や浅場などが点在している。かつ

てはこうした環境が緩やかにつながっていたが、

埋立てや護岸化などによって分断・消失してきた。

それでも残された場所は、今も渡り鳥をはじめ多

くの生きものに利用されていることを紹介した。 

 そこを頼りにやってくる渡り鳥たちにとっても、

私にとっても、その小さな環境は宝物のような存

在だ。ただ、彼らにとっては生きるために切実に

必要な場所なのだ。 

 過去を知る世代からは「昔は〇〇がようけおっ

てな・・今はもうダメじゃけど」といった感想が

多い。一方、出前授業などで出会った若い世代か

らは、「干潟って何？」「昔の豊かな海の話をされ

ても想像できない」という声も聞く。失われた環

境を「昔は豊かだった」という昔話だけで終わら

せず、どう未来へつなぐのか、という思いも、今

回の報告で伝えたかった。 

 高梁川河口のうち、干潟などが残る玉島側を含

む海域は、環境省の「生物多様性の観点から重要

度の高い海域」に選定されている。しかし、選定

理由に挙げられたシロチドリの営巣は、現在では

人工島内の工事現場等での確認がほとんどで、ル

イスハンミョウも県内では絶滅とされている。周

辺の開発に伴う、常時干出していた中洲やヨシ原

の消失などが関係しているのではないかと考えて

いる。 

 その沖合の玉島ハーバーアイランドでは現在も

46haの埋立てが続いている。この環境影響評価で

は、代償措置として 10haの人工干潟が計画された

が、2005 年に休止・再検討とされ、約 20 年を経

ても再開時期は示されていない。 

 水島から玉島にかけての沿岸では、これまでの

開発によって広大な藻場や干潟、ヨシ原が失われ、

高梁川河口に残された環境も劣化してきた。その

一方、埋立ての途中にある 46haの区域には、長い

時間の経過と自然の働きによって湿地や浅場、ヨ

シ原等の環境が生まれた。現在はシギ・チドリ類

の中継地となり、シロチドリ、コアジサシなども

繁殖に利用するなど、失われた環境の一部をわず

かに補う役割を担っている。 

 しかし、この環境も埋立てが進めば失われる。

かつてこの周辺に存在した良好な環境に比べれば、

今ある環境はほんのわずかだ。それさえ、現代の

私たちは残せないのだろうか。竣工後に人工干潟

が造られたとしても、同等の機能を持つ保証はな

い。 

 今回の報告では、実現時期も、代償措置として

の効果も見通せない人工干潟を待つだけでなく、

今ある環境を残し、必要な手を加えて活用する選

択肢も検討すべきではないかと提起した。また、

事業者や自治体、漁業者、企業、市民などが情報

を共有し、人工干潟計画と埋立途中地の今後を公

開の場で議論する必要性も訴えた。 

 

≪参考資料≫ 

・環境省「生物多様性の観点から重要度の高い海域 

 沿岸域 高梁川河口周辺」 

・岡山県『岡山県版レッドリスト 2025』 

・岡山県「水島港（玉島地区）公有水面埋立事業に

係る環境影響評価書」 

・2005 年の人工干潟造成休止については山陽新聞報

道 

シンポジウム 話題提供—① 

 



- 5 - 

 

◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 

豊島の自然回復に向けて—自然海岸化へ— 
◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 環瀬戸共同代表 石井 亨 ◈◈◈◈◈ 

 

 わが国最大の有害産

業廃棄物不法投棄事件

として知られた豊島事

件は、循環型社会の先駆

けとなった。1975年に端

を発し、計画段階から豊

島住民は、陳情・請願、

デモ、訴訟などを行った

ものの、計画を止めることが出来なかった。悪質

な違法操業に対しても、行政への抗議、公開質問

状、行政監察局や警察への訴えを繰り返すものの、

兵庫県警の摘発まで、住民の手によって阻止する

ことは叶わず、摘発時にはわが国最大の事件とな

っていた。汚染の実態が明かとなり、行政による

「撤去命令」が出されたものの、香川県は早々に

安全宣言を出し、幕引きをはかった。 

 経済発展を最優先するこの国において、豊島の

反対運動は豊島住民の固有の出来事と映り、「住民

エゴ」とまで言われた。 

 真相を調べるうちに、違法を知りながら暴力を

恐れて指導しなかった、あるいは業者に加担して

いた事実まで明らかになり、豊島住民は香川県等

を相手に公害調停を提起する。 

 香川県や世論に否定されていた豊島住民だが、

調停手続きと並行して想像を絶する運動に取組む。

「美しい島を取り戻して、子孫に継承する」「第 2

第 3 の豊島事件を起こさない」「循環型社会への

転換点」と位置付けるといった、だれもが、自分

事として共有できる「理念」を持つ運動へと変容

し、自ら学んで成長する過程をたどりながら 7000

回を超える直接行動を起こしてしまう。理念が世

論を動かし、前例のない原状回復を香川県に約束

させることに繋がる。そして、廃掃法の大幅改正、

各種リサイクル法、循環型社会形成推進基本法の

制定にまで繋がる。 

 瀬戸内海国立公園にふさわしい景観を取り戻す

ことを目的として取組まれた豊島の現場は、廃棄

物の撤去、人為的積極的地下水浄化、自然浄化の

プロセスを今後の浄化事業の先駆的事例として共

有されていく。こうして、循環型破壊への転換点

となったわけだが、国民にとって普遍的とも思え

た課題は、たどり着いてみれば、通過点でしかな

かった。 

 その後、世界的にはプラネタリーバウンダリ―、

IPBES の誕生、SDGｓ、昆明モントリオール生物

多様性枠組みなど、環境を守る問題提起が次々と

行われている。そして、経済成長要求は人を幸せ

にしない、自然環境を破綻させ、格差を拡大する。

自然の回復には、経済システムそのものを変える

必要があると明言されている。 

 豊島での浄化作業は終盤に差しかかっているが、

ここでは、処理事業終了後、自然海岸に戻すこと

が決議されている。一方で開発を行い経済に変え

るべきという意見も一部から出てきている。 

 原状回復に取組んでいる土地は、事件の歴史の

中で、汚染から回復させるために、被害住民（豊

島住民）が全て買収した世界的にも例のない場所

だ。 

 自然海岸に戻すという取組は、再び豊島住民が、

学び成長することが出来るのかが問われ、国民的

理念の広がりを持てるかどうかが問われることに

なる。   

 

 

 

シンポジウム 話題提供—２ 
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◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 

アマモ場を失い、海砂採取が続いた水島で 

「劣化した生態系の再生」を考える 
◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 環瀬戸共同代表 湯浅一郎 ◈◈◈◈◈ 

 

 3人の方の講演を受け

て、指定討論を行った。塩

飽さんの詳細な基調講演

にあるように水島は1964

年、新産都市の一つとし

て指定され重化学コンビ

ナートの基地として高度

経済成長の機関車の一つ

となった。干潟は埋立てられ、広大なアマモ場は

埋立てで消滅し、埋立てに必要な海砂採取が塩飽

諸島の各地で行われた。1964年を最後に塩飽漁業

の華であったタイ網は姿を消してから60余年が経

っている。その水島で、生物多様性の保全・回復

の観点から何ができるのかを問うことを目的とし

た取組は、環瀬戸としては初めてのことである。 

 生物多様性基本法に基づき政府が閣議決定した

第六次「生物多様性国家戦略2023-2030」は、2030

年までに生物多様性の低下を食い止め、反転させ

るというネイチャーポジテイブを掲げ、その後、

20年かけて「自然と共生する社会」を構想してい

る。そのため5つの基本戦略を掲げ、それぞれに状

態目標（あるべき姿）（全15個）と行動目標（なす

べき行動）（全25個）を設定している。水島の今を

考えるとき、最も重要な基本戦略１「生態系の健

全性の回復」の行動目標1-2に「既に劣化した生態

系の30％以上の再生を進め、生態系ネットワーク

形成に資する施策を実施する」とあることに注目

したい。同戦略には35個のプロジェクトが記載さ

れているが、具体的には何も書かれていない。困

難な課題だからであろう。 

 ここで考えられる一つの取組みが2021年の瀬戸

内法改正に対する付帯決議2の中で初めて位置づ

けられた「未利用埋立地等を利用し、自然の力を

活かした磯浜の復元に努めること」の具体化では

ないかということを提起した。これは、環瀬戸内

海会議の構成団体である播磨灘を守る会が1980年

代後半に提起した発想である。ただし、これには、

遊休埋立て地があり、それを使えないか等自治体

や企業との協力なしには、前進はなく、多くの課

題がある。 

 西井さんの講演で対象となった玉島ポートアイ

ランド構想は、2008年に着工しているが、未だに

本格的な工事にいたっておらず、水がたまったま

まで、多くの鳥類が飛来している。浚渫土砂の捨

て場として位置付けられていく側面が強い。現時

点でいえば、対象海域は海洋保護区の中にあるよ

うにも見える。また石井さんの豊島における北海

岸の自然海岸化では、現在の北海岸で何が問題な

のかを検証することが必要ではないかと感じた。 

 後の議論で磯浜復元に関する前向きの話にはな

らなかったが、いずれにせよ、塩飽さんの講演で

明確に示された埋立て面積が2546haにのぼる巨大

なコンビナートは今も現に存在しており、このテ

ーマには一朝一夕に答えは出てきそうもない。し

かしシンポ前日に車を使って水島コンビナートの

周辺を東から西までざっとでも見て回ったことも

含め、60年以上も前から生物多様性の劣化が進ん

できてしまった地において、その再生に思いをは

せるシンポを開いたこと自体には、一定の意味が

あったと思う。 

 

 

 

 

 

シンポジウム 指定討論 
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◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 

―「水島開発」を問い、「磯浜復元」のあり方を探る― 
◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈◈ 環瀬戸幹事 たましま 干潟と鳥の会代表 西井弥生 ◈◈◈◈◈ 

 

 

 

■「水島開発」を問い直し、「磯浜復元」や 

自然回復のあり方を考える場として 

 7 月 12 日、倉敷市水島の愛あいサロンで、環瀬戸

内海会議第 37 回総会シンポジウム「『水島開発』を

問い、『磯浜復元』のあり方を探る」を開催した。 

 前日には視察で、通生海岸、高梁川河口干潟、現

在も埋立てが続く玉島ハーバーアイランドを巡った。

現地を実際に見たことで「水島開発とは何だったの

か」という問いは、そのままシンポジウムへつなが

ったように思う。 

 当初から水島工業地帯を目前にするこの地で、こ

の題を掲げること自体に大きな意味があると私は感

じていた。環境問題を語れば「開発に反対するのか」

と受け取られた時代は遠く、今は「ネイチャーポジ

ティブ」（自然の損失を止めるだけでなく、回復の軌

道に乗せていこうという考え方）という言葉も広く

使われるようになった。しかし、現実はそれほど単

純ではないと日々実感している。 

 

■水島の歴史と環境再生 

 基調講演は、「水島の地域開発の歴史と環境再生へ

の取り組み」と題して、公益財団法人水島地域環境

再生財団（みずしま財団）理事の塩飽敏史さんにご

講演いただいた。 

 水島では、戦時中の航空機製作所建設を起点に、

戦後は港湾整備と企業誘致が進み、約 2,500 ヘクタ

ールに及ぶ臨海工業地帯が形成された。岡山県の産

業と私たちの暮らしを支える一方、大規模な開発に

よってアマモ場や豊かな漁場が失われ、深刻な公害

も引き起こされた。 

 みずしま財団は、倉敷公害訴訟の和解を受けて

2000 年に設立され、公害被害の記憶を継承しながら、

環境学習や生きもの・海ごみ調査など、地域の環境

再生に取り組んでいる。塩飽さんは、単に海をきれ

いにするだけでなく、大量生産・大量消費を続ける

私たちの暮らしそのものを問い直す必要があると指

摘した。水島開発を振り返ることは、過去を批判す

るだけでなく、成長を最優先してきた社会と、これ

からの自然回復のあり方を考えることでもある。そ

の土台として、公害の記憶を語り継ぐ水島の取り組

みに重みを感じた。（詳細は本誌２～３頁の報告へ） 

 

■話題提供：玉島と豊島からの報告 

 続く話題提供で、私は「玉島地域に残る干潟と埋

シンポジウム 総括報告 
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立て代償計画の現状」を報告した。玉島ハーバーア

イランドの 46ha の追加埋め立てに伴い、環境影響評

価で示された 10ha の人工干潟による代償計画は、約

20 年を経ても休止したままである。一方、埋め立て

途中地には湿地や浅場、ヨシ原、草地などの環境が

生まれている。今ある環境を活かすことも含め、今

後のあり方を公開の場で検討する必要性を提起した。

（詳細は本誌４頁の報告へ） 

 石井亨共同代表からは「豊島の自然回復に向けて

―瀬戸内海と豊島事件 自然海岸化へ―」と題して

報告があった。（詳細は本誌５頁の報告へ） 

 豊島産廃事件は、産業廃棄物が運び出されたこと

が終わりではなく、廃棄物搬出後も地下水対策や施

設撤去などが続けられてきた。傷ついた土地や植生

を取り戻すことも今なお途上にある。瀬戸内海国立

公園にふさわしい自然を次世代へ引き継ぐまで見届

けるという、長い時間軸での責任が示された。 

 一方で、報告では、浄化作業の完了を機に、世界

中の企業から再開発の構想が提案され、住民の中に

も跡地を経済的に活用すべきだという意見が出てい

ることが紹介された。 

 石井さんが最後に語られた、これまで対話を通し

て培った、住民同士の学び合いや成長が再びこれか

ら試されることになる、という言葉が印象に残った。 

 また、自然に委ねられた過程で処分地に湿地のよ

うな環境が生まれ、渡り鳥が飛来していることも紹

介された。飛来する鳥の種類は、淡水か汽水かとい

った環境の性質や、回復の度合いを読み取る手がか

りになり得る。渡り鳥による利用そのものが、豊島

の回復を示す一つの指標のように思えた。 

 豊島の経験は、玉島のこれからを考える手がかり

になる。自然回復には長い時間を要する一方、玉島

では、今すでに生きものが利用している埋立て途中

地の環境が、将来の工事によって失われようとして

いる。失われた環境の回復を、実現時期も効果も見

えない将来の代償措置だけに委ねてよいのか。豊島

の報告を聞きながらそんな問いが重なった。 

 

■磯浜復元のあり方を探る 

 指定討論では、湯浅一郎共同代表が、「瀬戸内海随

一のアマモ場を失った水島で『劣化した生態系の再

生』を考える―ひとつの方法としての磯浜復元―」

と題して報告した。 

 湯浅さんは、1964 年にタイ網漁が姿を消した背景

には、埋立てに伴う濁りが影響した可能性があると

指摘し、かつての水島の海がどれほど豊かであった

かを振り返った。また、ネイチャーポジティブや、

生物多様性国家戦略の行動目標 1-2 に掲げられた

「劣化した生態系の 30％以上の再生」を紹介し、そ

の具体的な方法の一つとして、磯浜復元を水島や豊

島で実現できないかと提起した。 

 磯浜復元は、未利用埋立地などを活用し、自然の

力を生かして磯浜を再生する考え方である。環瀬戸

内海会議の元副代表、故・青木敬介氏らが具体的な

方法を提唱し、2021 年の瀬戸内法改正時の附帯決議

にも「未利用埋立地等を利用し、自然の力をいかし

た磯浜の復元に努めること」と盛り込まれた。 

 国の戦略には「劣化した生態系の再生」が掲げら

れていても、その具体的な方法は十分に示されてい

ないと湯浅さんは指摘した。 

 しかし、市民側には知見がある。環瀬戸内海会議

は 2002 年から、住民・市民による海岸生物調査を続

けている。 

 なかでも、広島県呉市周辺の長期調査の成果は、

2012 年の中央環境審議会答申にも取り上げられた。

さらに、漁協へのアンケートや聞き取り、沿岸 11 府

県への調査などを踏まえて「未来への提言」をまと

め、2023 年 12 月には環境省、農林水産省、国土交

通省の 3 省に提出している。 

 市民団体が持つ知見は、単なる願望ではなく、長

年の観察と調査に裏づけられたものである。関係省

庁は、地域で調査と実践を重ねてきた市民団体の意

見を聞き、提案を生かして、まず一歩を踏み出して

もらいたい。良好な環境を破壊し、その場所の回復

に向き合わないまま、別の場所を「自然共生サイト」

に登録するだけでは失われた環境そのものは回復し

ないのだ。 

 図面も知見もすでにある。足りないのは、それを

実行に移す一歩と、そこに予算と権限をつける行政

の決断だと私は思う。埋立てと公害の歴史を市民が
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丁寧に記録してきた水島だからこそ、磯浜復元のモ

デルをここから示すことができるのではないか。 

 

■もし化石燃料がなかったら、の問い 

 塩飽さんの講演後、会場から「もし化石燃料がな

かったら、公害は起きなかったと思うか」という質

問が出された。その場ですぐには問いの意味をつか

めなかったが、頭の片隅に引っかかっていた。化石

燃料がなければ、現在と同じ規模の大量生産、大量

輸送、大規模開発は可能だったのか。もし水島のア

マモ場や高梁川河口の広大な干潟、中洲が残ってい

たら、ルイスハンミョウは絶滅せず、コアジサシも

今ほど数を減らさなかったのだろうか。 

 一方で、私たち自身も化石燃料を使い、プラスチ

ックをはじめ、その開発や産業によって生み出され

たものに囲まれて暮らしている。もちろん、事業を

進める側と消費者とでは持つ権限も責任の重さも同

じではない。それでも、この社会の外側にいる人は

いない。開発によって得た便利さや豊かさと、そこ

で失われたものの両方を、私たち自身の問題として

考える必要があるのだと思う。 

 水島、玉島、豊島で起きたことは、塩飽さんが紹

介された言葉を借りれば、有限の地球で無限の成長

を求めてきた社会に現れた、それぞれの「症状」で

あり、別々の問題ではないのだろう。 

 今回のシンポジウムでは明確な答えが出たわけで

はない。むしろ、過去の開発によって何を失ったの

か、今残されている環境をどう扱うのか、そして劣

化した生態系をどう回復していくのかという問いが、

水島・玉島・豊島という三つの現場から改めて投げ

かけられたように思う。 

 ネイチャーポジティブを言葉だけで終わらせない

ためにはどうしたらいいのか、今回のシンポジウム

は、その問いを持ち帰る場になったのではないだろ

うか。  （26.8.7） 

※ 当日配布資料 41、42 頁には、磯浜復元の具体的な図

面が記されている。欲しい方は残部に限りがありますので

事務局までご一報ください。

 

 

 

26.7.14 山陽新聞 7.12 環瀬戸内海会議、倉敷でシンポ 
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 環瀬戸第 37 回総会は 7 月 12 日、倉敷市水島で開催され、2025 年度活動報告・収支決算報告を承認

し、以下の原案通り、26 年度活動方針並びに予算案を承認した。そして 26～27 年度役員を選任した。 

 

 ２０２６年度活動方針  （抄録） 

（１） 生物多様性の保全・回復に関する 

活動と「未来への提言」  

 生物多様性に関する活動については、生物多様性

条約に基く新たな国際合意である昆明・モントリオ

ール生物多様性枠組や日本政府が閣議決定した第６

次「生物多様性国家戦略 2023-2030」（以下、「国

家戦略」）に照らして、瀬戸内海の各地での生物多様

性を保全し、回復させるために意義のある活動を進

めていかねばならない。同「国家戦略」は、2030

年までに「自然を回復軌道に乗せるため、生物多様

性の損失を止め、反転させること」と定義した「ネ

イチャーポジティブ」を達成することをめざすとと

もに、「これまでどおりから抜け出し、政治、社会、

経済、技術などの横断的な社会変革を通じて 2050

年までに『自然と共生する世界』を生み出すとして

いる」。どこまで本気なのかは別として、かなり楽観

的なバラ色のイメージが展望されている。同「国家

戦略」は、その推進のために5つの基本戦略を掲げ、

それぞれに状態目標（あるべき姿）（全 15 個）と行

動目標（なすべき行動）（全 25 個）を設定している。

その中で最も重要なのは基本戦略１「生態系の健全

性の回復」であり、25 個のなすべき行動目標のなか

で特に 2 つに注目し、瀬戸内海においてどのように

進めるのかを検証する作業を進める。 

 第1は、行動目標1-1「陸域及び海域の30％以上

を保護地域及びOECMにより保全するとともに、そ

れら地域の管理の有効性を強化する」である。これ

は、俗にいう30 by 30であるが、上関使用済み燃

料中間貯蔵施設問題、伊方原発からのトリチウムを

初めとした放射能放出など海洋保護区の質を問う活

動を進める。 

 第2は、行動目標1-2「土地利用及び海域利用によ

る生物多様性への負荷を軽減することで生態系の劣

化を防ぐとともに、既に劣化した生態系の30％以上

の再生を進め、生態系ネットワーク形成に資する施

策を実施する」である。垂直護岸や埋立て地でおお

われた瀬戸内海の多くの海域が「劣化した生態系の

30％以上の再生を進める」の対象である。例えば

環瀬戸内海会議第 37 回総会報告 
                       環瀬戸事務局長 松本宣崇 
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2026年7月、総会開催地である水島の海は「劣化し

た生態系」の典型である。2021年の瀬戸内法改正

に対する付帯決議2で初めて位置づけられた「未利

用埋立地等を利用し、自然の力を活かした磯浜の復

元に努めること」を具体的に構想したい。 

 これらは「瀬戸内法50年プロジェクト」のまとめ

としての「未来への提言」の具体化に関わる取り組

である。更にこれらの活動を通じて「生物多様性の

保全」に関する院内集会の開催をめざしていく。 

 

（２）各地の産廃処分場反対運動の支援と

法改正への取り組み 

 各地の産廃処分場建設計画、残土処分場建設計画

に反対する現地住民の反対運動を引き続き支援する。 

 基地や工場と共に廃棄物処分場が重大な汚染源に

なっている PFAS の抜本的な対策が必要であり、な

かでも汚染物質の処理が制度上求められていない安

定型処分場の区分を廃止することを含む廃棄物処理

法の改正を引き続き求めていく。PFAS 対策につい

ては 2026 年 8 月 16 日 5 月 21 日、全国の住民

団体による連絡会が結成されており、情報の発信、

共有の観点から必要な取り組みを検討して実施して

いく。 

 なお、総会での確認に基づき後日、改めて PFAS

全国連絡会への登録手続きを取ることになった。 

 

（３）反原発・中間貯蔵施設建設計画 

 上関原発のための中国電力所有地の周辺海域が海

洋保護区であること、環境省や山口県が海洋保護区

を保護していくための具体的な施策を放棄している

ことの問題点を訴えて、港湾施設や埋立が必要にな

る使用済み核燃料中間貯蔵施設の計画に反対してい

く。 

 アメリカ、イスラエルの国際法に違反したイラン

攻撃に端を発したホルムズ海峡の封鎖により原油の

輸入に支障が生じている中、エネルギー危機をあお

って、より一層原発回帰を図ろうという動きが起き

ることが懸念される。脱炭素による気候変動対策が

求められている中、再生可能エネルギーへの転換が

遅れていることが危機を増幅させていることを訴え、

伊方原発をはじめとするすべての原発を一日でも早

く廃炉にできるよう取り組みを進める。 

 

（４）辺野古土砂搬出反対運動の支援  

 辺野古土砂全協との連携を維持し、ともに活動し

ていくことを旨とし、以下、土砂全協が６月２８日

の第 13 回総会で確認した 2026 年度活動方針を、

環瀬戸としても辺野古土砂搬出反対運動の方針とし

たい。 

１ 奄美からの埋め立て用材の持込みをやめさせる

ため力を尽くします。 

２ 沖縄県内外での海砂採取を止めるため取り組み

を進めます 

３ 今秋の県知事選では玉城知事を支持します 

４ 「島ぐるみ会議名護」「本部町島ぐるみ会議」「う

るま市島ぐるみ会議」との運動の連携をはかります。 

５ 政府交渉をすすめるとともに他団体との連携を

図ります 

 辺野古の海上作業が続けられている今日、軟弱地

盤改良工事には大量の砂が必要とされ、沖縄の海か

ら大量の海砂採取が必至だが、すでに沖縄県内漁協

から懸念する声が上がっている。 

 瀬戸内海での海砂採取による海の環境破壊＝漁業

への壊滅的打撃を知る環瀬戸の知見が、そして海砂

採取反対運動の経験が、沖縄での辺野古新基地建設

反対運動に生きるのではないかと考える。 

 

（５）瀬戸内海沿岸の海岸生物調査 

 2４年目となる瀬戸内海沿岸の海岸生物調査は、

２６年度もこれまで協力いただいた団体・市民の力

を得て継続する。呉市周辺の海岸生物調査について

は７月 13 日～15 日に行うとともに、松山（白石

鼻、中島）、竹原（竜島）での調査の継続を図り、併

せて情報交換会等により調査を担う地域間の意識の

共有を図る。また、ホームページ上でのデータ更新

や解説の充実を進めるとともに、他の地域との連携

によるに調査の充実に向け、新たな調査主体の発掘

や手法の改善などにも引き続き取り組む。 
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 ２０２５年度決算報告並びに 2026 年度予算 
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 ２０２６～２７年度役員選任について 
 ２０２４年の第３５回総会で選任された役員は、当会規約に基づき、今第 37 回総会の終了をもって

任期満了となる。これまで 2024～25 年度役員・顧問には、事前に留任の意思確認を進め、6 月 24

日開催の役員会で、以下の 2026～27 年度役員名簿を総会に諮ることとした。 

共同代表 石井 亨 湯浅一郎    副 代 表 末田一秀 服部 豊   

幹  事 井出久司 大野恭子 岡田和樹 土居立子 三浦 翠 渡部淑子   以上留任 

     西井弥生 下村春水（祝島島民の裁判を支える会事務局他）     以上新任 

顧  問 阿部悦子   

監  査 吉岡賢二   留任   坪山和聖（市民運動交流センター）    新任 

事務局長 松本宣崇   事務局次長 青野篤子   事務局員 小林 啓   

 役員会による 2026～27 年度役員名簿に加えて、湯浅共同代表から宗信勝哉さんの幹事就任の緊急

提案があり、総会に出席の宗信さんも就任を快諾し、満場一致で選任した。 

 

 ＊ 退任 副代表：西井弥生～幹事に転任  

      幹 事：青野篤子～事務局次長として留任 上岡大介 安田佳充 若槻武行 

      監 査：置塩亨介  

 長きにわたり環瀬戸の活動を支えて頂いたことに感謝申し上げます。 

 

新役員就任のごあいさつ 
 

   持続可能な農業、暮らし、安全な食を次世代へ 

                           環瀬戸内海会議幹事 下村春水     

 

 山口県徳山市（現周南市）

出身。50歳。コンビナート

の町で育ちました。 

 地元の高校卒業後は北海

道の酪農学園大学に進学し、

途中休学して約 2 年ほど酪

農家住み込みで働きました。

2000年の就職氷河期に卒業。介護保険制度開始の

時期とも重なって介護職に就きましたが、過酷な

勤務で体を壊し帰郷。演劇鑑賞運動の専従として

充実した日々を送っていました。 

 転機となったのは 2011年 3月 11日の震災と原

発事故です。大きな資本を前に、庶民の当たり前

の日常やコミュニティが奪われる社会構造に衝撃

を受け、生き方を考えさせられました。放射能を

気にすることなく外の空気を思いっきり吸い、土

に触れながら生きていく暮らしを体現していきた

いという思いを強くし、果樹栽培の世界に飛び込

みました。同時に、脱原発運動に関わる中で、長

年上関原発建設を止めてきた人々と出会いました。

知らないことだらけで勉強の日々です。 

 また、農業を始めて、初めて農業がいかに環境

に負荷を与えていることやフードテックの問題も

知りました。これからも持続可能な農業、暮らし、

安全な食を次世代へつなぐために、自分にできる

ことを実践していきたいと思っています。 

 趣味はトランペット。現在、ハイドンのトラン

ペット協奏曲に挑戦しています！ 

 よろしくお願いいたします。 
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   遊び場だった海と、守りたい海と 

                           環瀬戸内海会議幹事 宗信勝哉     

 

 山に雲がたなびき、やがて降

り出した雨は静かに土へ染み

こみ、地下を巡って泉となり、

細い流れから川へ、そして、か

つて夢中で遊んだ海へとたど

り着く。陽射しを浴びた海面か

ら立ちのぼる蒸気は再び空へ帰っていく。山から海

へ、海から空へ、そしてまた大地へ。私たちは、そ

の水の循環のただ中に生きている。 

 一九七〇年ごろ、広島県の黒瀬川河口では、ハゼ

釣りが日常だった。三十人ほどの釣り人でにぎわう

堤防で魚はいくらでも釣れたが、頭やヒレに腫瘍の

あるものや、背骨の曲がったものも混じっていた。

豊かなはずの海の中で何かが傷ついているという違

和感だけが、小石のように胸の底に残った。 

 春の大潮には広湾河口でアサリを掘り、広長浜の

桟橋では常夜灯の下でミズイカを釣った。バケツを

満たしてくれたあの海が、静かに悲鳴を上げていた

のだと気づいたのは、ずっと後になってからだ。 

 大人になり、海岸生物の定点調査の話に触れたと

き、あの違和感は初めて言葉になった。今は兵庫県

たつの市の新舞子干潟を拠点に、播磨灘を守る会の

一員として定点調査や渡り鳥の観察会、月一回の海

岸清掃を続けている。目の前のごみを一つ拾い、小

さな変化を記録する。そのささやかな積み重ねが、

次の世代へ海を手渡す力になると信じている。 

 

   三つの「城下町」の弊害に向き合ってきて 

                          環瀬戸内海会議監査 坪山和聖      

 

 三つの「城下町」と言われ

る福山で生まれ育ちました。

譜代大名の福山城、軍拡時代

に「誘致」した歩兵第 41 連

隊、高度成長期に誘致した日

本鋼管（現在の UFJ）。それぞ

れが日本の縮図と言われる弊害を生み出し、福山

という街の風土を形成しています。今にして思え

ば、これまでその弊害に向き合ってきたのかと感

じています。 

 市民運動交流センター（ふくやま）で月刊紙『イ

ンフォメーション』を編集しています。環瀬戸内海

会議（以下、環瀬戸）に関連したところでは、「3・

11 フクシマを忘れない広島県東部市民ネットワー

ク」や「PFAS 問題を考える福山連絡会」の活動をし

ています。 

 環瀬戸との出会いは、市民運動交流センターが参

加していた「ネットワーク芦田川」が活動していた、

芦田川河口堰と加茂町広瀬の産廃処分場の問題から

です。1998 年 6 月の第９回環瀬戸総会が福山で開か

れ、山から海へと水を取り巻く課題の全体像が見え

てきた貴重な場となりました。 

 市民運動交流センター(1984 年 10 月発足)として

は、1996 年 4 月に市民派の市会議員を送りだし高揚

期。私自身は 1995 年から編集に携わり、この 8 月に

500 号発行にたどり着きました。 

 芦田川河口堰については環瀬戸の課題として、河

口堰開放への取り組みが期待されていますが、洪水

時に上流の八田原ダムの放流で底層泥による備後灘

汚染や工業用水確保のための貯水と洪水放流の調整

が難しいという状態が知られています。 

 なかなか動けていませんが、環瀬戸のつながりを

活かした取り組みができればと思っていますので、

よろしくお願いします。 
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安岐正三さんを偲ぶ会へのお誘いと追悼文集へのご寄稿のお願い 

 拝啓 猛暑続くこの頃ですが、皆様にはいかがお過ごしでしょうか。 

 本年４月２３日、私たちの良き友人であった安岐正三さんが急逝されました。東海大学を卒業後、水産会

社を経て、家業のハマチ養殖を継ぐべく豊島に戻った直後に発生した産廃問題と関わり始めました。住民運

動のリーダーの一人として、1975 年豊島島内の業者による有害産業廃棄物最終処分場計画の反対運動、その

後、1990 年１１月に摘発された有害産業廃棄物不法投棄事件の公害調停に関わり、処分地の原状回復をめざ

して、人生の全てをかけて、取り組まれました。2017 年３月に廃棄物の島外への撤去が完了しました。不法

投棄現場では、地下水浄化作業は続けられていますが、安岐さんにとって、産廃撤去と処分地の原状回復に

道筋をつけて、満足できる人生、産廃との闘いだったと思います。 

 生前故人と親交のあった方々や、豊島の産廃不法投棄事件に取り組んだ方々と共に、故人を追悼する場を

企画しました。お酒の好きだった安岐さんを偲び、献杯したいと思いますので、万障繰り合わせて、下記の通

り、錦秋の午後、岡山にご参集くださいますようお願い申し上げます。 

 また、故人との思い出や記憶をとどめるために、追悼文集を作成し、偲ぶ会当日に配布したいと思います。

執筆要領をご案内しておりますので、ぜひ、ご寄稿をお願い申し上げます。 

 なお、偲ぶ会にご参加いただける場合は、１０月２０日（火）までにお知らせください。 

                   安岐正三さんを偲ぶ会実行委員会 

                委員長・大川真郎 事務局長・中地重晴 

記 

日時：２０２６年１１月７日（土） 

   １３:３０～１５:３０ 第 1 部 安岐さんを偲ぶ集い（８F ホール） 

   １５:４５～１７:４５ 第 2 部 安岐さんを偲ぶ会 （ビュッフェ）（B１F ホール） 

場所：岡山国際交流センター （岡山市北区奉還町２－２－１ JR 岡山駅西口から徒歩３分） 

会費：１万円 （第 1 部参加のみの場合は追悼文集代として２,０００円） 

 参加申込先：中地重晴まで、FAXか e-mail、郵送でお知らせください。 

     〒862-8680 熊本市中央区大江 2-5-1熊本学園大学 社会福祉学部 中地重晴研究室 

     Tel：096-364-5161 fax：096-364-7169 携帯：080-1437-2362 

     e-mail：nakachi@kumagaku.ac.jp 会費は当日お支払いください。  以上 

 ＊偲ぶ会への参加申込み期限：１０月２０日（火） 

 ＊追悼文集への寄稿締め切り： ９月１５日（火） 

２０２６年７月３１日 

安岐正三さんを偲ぶ追悼文集への執筆要領 

１、記入いただきたい内容： 

１．タイトル ３０字程度まで 例：「安岐さんを偲んで」   ２.氏名 

３．所属または故人との関係   ４．本文 分量は 1000 字程度 文体は自由 

５．写真 あれば１ないし２枚（モノクロ印刷になります） 

２．提出先と提出方法：可能な限り、原稿はマイクロソフト・ワードで作成していただき、添付ファイルで、

e-mail：nakachi@kumagaku.ac.jp に提出してください。写真は jpg ファイルで添付してください。 
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∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 

息の長い調査の継続に向けて  

－ 呉の海岸生物調査報告 2026 － 
∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽∽ 環瀬戸事務局 小林 啓 ∽∽ 

 

 

 今年の呉の海岸生物調査は、環瀬戸の総会の翌

日 7月 13日からの 3日間、広西大川河口、長浜、

戸浜で実施した。湯浅共同代表のほか、井出、大

島、東、中市後、溝田、小林が参加した。例年に

も増して猛暑であったが、市街地に比べると海岸

沿いの活動は格段に過ごし易かった。また、毎日

新聞の宇城記者が広西大川（黒瀬川）の調査に同

行された（文末に記事を転載）。 

 呉の調査は故藤岡義隆顧問が 1960 年に始めた

もので、環瀬戸が最重点課題と位置付け引き継い

でいる。調査の経緯や経年グラフなど詳しくはホ

ームページをご覧いただきたいが、70年代以降激

減した生物種数は 90 年代に回復傾向が見られた

ものの、2000年以降やや減少したまま今年もその

状況は変わらなかった。海水温の上昇や降雨の影

響も考えられる。 

 海岸生物とは異なるが、山岸１）によれば広島県

東部海域の海藻の種数がこの 20 年で減少傾向に

あるとして、要因のひとつに夏から秋にかけての

高水温化を上げて温暖化の進行を危惧している。 

 また中下２）は高水温化のほかに水深 4m ほどの

浅い水深にも貧酸素水が生じているとして、カキ

の大量へい死との関係を挙げている。 

 このように海の生態系は息の長い調査の中で見

えてくるものも多い。呉だけでなく播磨灘や小豆

島、愛媛などでも海岸生物調査が続けられている

ことから、環瀬戸では調査の担い手の交流や発表

の場づくりなどの取り組みを進めたいと考えてい

る。 

 個人的な話で恐縮だが、呉の調査への参加は 2

回目。調査スキルの向上と体力の維持が私の最重

要課題である。昨年の課題と今年の工夫の経験を

以下に記す。 

＜数が多くて数えにくい！＞ 長浜、戸浜では

岩礁帯のうちの約 100m を一人 10ｍずつ割りあて

カメノテとイボニシを数える。カメノテは岩の割

れ目に群生しており、これを遠目で数えるのだが、

大きな群生だとどこまで数えたか迷ったり、数え

終わった岩の割れ目の場所を見誤ったり。このた

め今年は百均で長めのピンセットを購入した。先

を近づけながら数えると、迷わずスピーディに数

えることができた。 

＜生き物が捕まえにくい！＞ エビやカニな

どの小動物は人が近寄ると水中に逃げ、あるいは

砂に潜り込む。昨年はただ見送るだけだったが、

今年はこれも百均で仕入れた小型のすくい網や細

 

 

 

3日間の調査を終えた 

今年参加のメンバー 

笑顔が清々しい 
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長いスコップで捕獲し、小型の白色バットに移し

て同定につなげた。 

＜足元がおぼつかない！＞ 調査を行うのは大

潮の日の干潮時、数時間前まで海の中だった場所。

広西大川の干潟は一歩間違うと 30 ㎝ほど沈み込

む。昨年はそのスポットに踏み込んで踝まで泥だ

らけになった。宿で靴を洗ったものの、翌日も生

乾きで行動すると悪臭の発生源となる。また長浜

や戸浜の岩場は海藻で滑りやすく慎重な足運びと

相当の踏ん張りが必要だ。今年は干潟用に「ゴム

長靴」、岩場用に「磯釣り用シューズ」を試したと

ころ非常に快適で、悪臭に苦しむことも就寝中に

足がつることもなかった。 

以上、調査の質を落とさずに身体機能も維持す

るという、持続可能な海岸生物調査を目指す調査

初心者のコメントでした。皆様のご参加を心から

お待ちしています！  （26.8.12） 

≪参考文献≫ 

1) 山岸幸正，2026. 広島県東部海域の藻場の状況 

20 年間の変化傾向について．水環境学会誌

49(7)，224-227 

2) 中下慎也，2026. 広島におけるカキ養殖と 2025

年の大量へい死．水環境学会誌 49(7)，228-231 

 

 

 

 2026.7.19毎日新聞・広島備後版 

 呉市で今年も海岸生物定点調査 
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上関に中間貯蔵施設は造らせない！ 
◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷◀▷ 原発いらん！山口ネットワーク 環瀬戸幹事 三浦 翠 ◀▷◀▷◀▷◀▷ 

 

 

7 月 23 日、今年 5 回目の祝島島民の会代表・木村力さんの山口県庁前での座り込み。次回は 8 月 28 日予定 

 

柳井市議会再び反対請願を採択 

 2025 年 12 月の市議選では反対 9 推進７と劇的

勝利だったが、2026年３月議会では、反対７推進

８欠席 1 で反対の請願はまたもや継続審議となる。

しかし６月議会で翻意により再び反対 9 となり反

対の請願が採択された。９月の定例議会で正式に

中間貯蔵反対決議がされる予定。田布施町に続い

て２例目となる。 

 

村岡知事同意せぬ可能性 

 ７月 15日の記者会見で村岡知事は「周辺市町反

対なら上関町が容認しても建設に同意しない」と

発言した。これまでも知事は周辺市町の同意が大

事という発言はしていたが、しかし今回は上関町

が容認してもと一歩踏み込んだ。 

 前山本繁太郎知事が病気で倒れた後、当時の安

倍総理の声掛けで自治省官僚から突然山口県知事

になった村岡氏は私たち県民から見れば国の言い

なりという印象だ。上関原発計画についても「国

のエネルギー政策に従い、上関町の政策選択を尊

重する」と 12年間言い続けてきた。その知事が上

関町が希望しても周辺市町の合意がなければ容認

しないと発言したことは大きい。 

 県議の経験もあるわがネットワークの小中代表

は、初めて村岡知事が住民の声を聴く姿勢を見せ

たことに感動を隠さない。もちろん報道も大きく

取り上げた。 

 

祝島島民の会代表・木村さん、 

     山口県庁前抗議の座り込み 

 「田ノ浦の埋め立て免許は不当」の旗を立てて。

公有水面埋立法には埋め立てによって権利を失う

ものに対しては補償し同意を得なければならない

という条文がある。祝島は補償金を受け取らず同

意もしていないのに、県が中電に埋め立て免許を

出としたのは不当であるという抗議だ。 

 月に一度遠い祝島から船、車、電車を乗り継い

で来られるので、県庁前に座り込めるのは 45分位

だが共感する市民が集まり、あらたな運動の芽と

なりつつある。  （26.8.6） 

 山口県  
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ご恵贈頂きました 
 

「もの言う」自由を守る裁判と運動 

 「もの言う」自由を守る会がまとめた「大垣警察市民監視違憲訴訟」

記録集をご恵贈いただきました。 

 会の HPより PDFファイルをダウンロードできます（下の QRコード）。 

 郵送をご希望の方はお問合せフォームからお申込み下さい（無料）。 

 

 訴訟に至った事件は昨年 8 月、風媒社から刊行さ

れた「大垣警察市民監視事件」（定価 1800 円＋税）

をご覧ください（本誌 88 号で照会）。 

 

 

一コマ漫画 画集 「風刺花伝」 

市民運動交流センター（ふくやま）情報紙 

「インフォメーション」500 号発行記念 

今こそ市民の力を！『風姿花伝』をひろめて下さい 

安倍首相から高市首相に至る政治を風刺する漫画集が完成 

 2020 年 3 月 2 日発行の「インフォメーション」423 号から連載され

ている政治風刺漫画が画集になりました。 

 政治が生活から離れていくなか、少しでも多くの人が政治に関心を

きっかけになればと書き続けた作品が凝縮されています。 

 作者はこの作品を手に街角で、行き交う人々に無言のアピールを続

けられています。「辻詩」四国三郎を彷彿させる粘り強い取り組みです。政治を私たちの手に取り戻しま

しょう。 

 できましたら周りの方に広めて下さい（以上、市民運動交流センターからの紹介を転載）。 

 ご購入希望の方は、西本章 ℡ 090-4140-6679 までご連絡下さい。 

 

2026 年度会費納入のお願い 

年会費（一口）個人 4,000円 団体 10,000 円（何口でも） 

環瀬戸の活動は、皆様の年会費とカンパで賄われています。2026年度の会費の納入をよろしく 

お願いします（納入状況が不明の方は事務局におたずねください）。カンパも歓迎します！ 

郵便振替：口座番号 ０１６００―５―４４７５０ 名義 環瀬戸内海会議 

他の金融機関からの振込み：ゆうちょ銀行 169店 当座0044750 カンセトナイカイカイギ 

※本会から領収証は発行しませんので、各自振込の記録をお持ちください。 
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インフォメィション 
➢ 各地から   

◆東電株主代表訴訟 

 ９月４日（金） 

 12：00～ 第６回最高裁前行動 

最高裁西門前アピール 海渡雄一弁護士他 

 14：00～ 講演会 

「関西電力、めちゃくちゃでっせ」 

～ 結審迎える関電株主訴訟は勝利できるか ～ 

 講師：末田一秀さん 

 会場：参議院会館 B104 

 連絡先：東電株主代表訴訟 

 090-6183-3061 木村結 

◆トークイベント「なんで上関に中間貯蔵施設？」 

 9 月 6 日（日） 14:00～16:00 

 玄米定食屋らくだ（世田谷区南烏山 6 丁目 8-7） 

 参加費：800 円 定員：30 名 

要申込、＊定員に達し次第締め切り 

フォーム→ https://x.gd/VdL88） 

◆日弁連人権擁護大会シンポジウム 

「核燃料サイクルの現在」 

～中間貯蔵施設建設計画が意味するものとは～ 

 基調講演・講師 鈴木達治郎（長崎大客員教授） 

 9 月 6 日（日） 13：30～ 

 広島弁護士会館（中区八丁堀 2-73） 

 主催 広島弁護士会 

（問合せ 082-228-2458 担当：松岡） 

◆上関原発ボーリング調査妨害差止訴訟 

控訴審 第２回口頭弁論 

 9 月 1０日（木） 11：00～広島高裁 

～ 原発建設中間貯蔵施設計画に反対し抗議する祝

島島民の会を、中電が訴えた裁判 

◆岡山御津 NS 日進産廃処分場許可取消請求 

訴訟 第 30 回口頭弁論 

 9 月 16 日（水） 14：00～岡山地裁 

◆PFAS 全国連絡会運営員会交流会 

 9 月 17 日（木） 18：00～オンライン開催 

連絡先：長瀬・大阪 PFAS 汚染と健康を考える会

nagase-fumio@yodokyo.or.jp 

◆安岐正三さんを偲ぶ会 

 11 月 7 日（土）13：30～ 

 岡山国際交流センター（北区奉還町 2-2-1） 

 13：30～ 第一部 安岐さんを偲ぶ集い 

 15：45～ 第二部 安岐さんを偲ぶ会 

参加費：10000 円 （第一部のみ 2000 円） 

 主催 同実行委員会 

 参加申込・お問合せ 中地重晴（熊本学園大） 

 携帯：080-1437-2362  

 e-mail：nakachi@kumagaku.ac.jp 

◆第１５回さよなら原発１０００人集会 

原発依存・気候崩壊に挑む人新世の「原発論」 

 講師：斎藤幸平さん（東京大学）ほか 

 １１月２３日（月・祝） 13：30～ 

 いたみホール（大阪府伊丹市） 

 参加費：当日 1000 円（前売 800 円） 

 主催：同実行委員会（090-9879-9994） 

◆伊方原発運転差止訴訟控訴審  

第 3 回口頭弁論 

 11 月 26 日（木） 14：30～高松高裁 

 

➢ 事務局からのお願い 

・メーリングリストへの参加募集 

会員相互の情報交換や事務局からの連絡のため

にメーリングリストをつくっています。メールア

ドレスをお持ちの方は是非ご参加ください。参加

ご希望の方は、青野（akko.aono@gmail.com）ま

でお知らせください。 

・トラストニュースのメール受信 

希望される方は、お知らせください。 

・各地のニュース記事の募集 

各地の運動やイベントなどをトラストニュース

で紹介するため、役員や会員の皆様から原稿を募

集します。発行月の前月（1 月・5 月・8 月）末ま

でに事務局あてにお送りください（ただし、紙面

の都合上掲載できない場合もありますのでご了承

ください）。 

 

瀬戸内トラストニュース第90号 2026年８月25日 

発行責任者：環瀬戸内海会議  共同代表：湯浅一郎（東京都）・石井 亨（香川県） 

e-mail ： nmatchan@ms8.megaegg.ne.jp 

HP ： https://kanseto.net/ 

mailto:akko.aono@gmail.com

